
●整形外科の専門病院として、良質の医療を提供できるように最善の努力をします。
●患者、利用者の権利を尊重し、インフォームド・コンセント（説明・同意・納得）を含む安全管理を徹底します。
●「医は仁ならざるの術、務めて仁をなさんと欲す」の精神を尊重します。
●社会の変化にしなやかに対応しながら心技態を切磋琢磨し、全人間的な成長を目指します。
●地域の皆様の健康と生命を守るために最善を尽くします。
●職業を通じて地域社会に奉仕し、地域の社会的共通資本として認められるように努力します。
●高齢化社会を迎え、安心・安全と心のこもった医療・介護を提供します。

運営方針
●安心・安全・やすらぎ・心のこもった
　サービスを提供します。
●地域・住民・患者から評価・信頼
　される医療を提供します。  
●絶えざる改善と生涯教育を継続し、
　職員個々の能力を向上します。  
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を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
通

常
診
療
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
に
つ
れ
、

最
近
は
よ
う
や
く
感
染
状
況
が
落
ち

着
い
て
き
た
た
め
、
禁
止
し
て
い
た

入
院
患
者
さ
ん
、
入
所
利
用
者
さ
ん

の
面
会
も
条
件
付
き
な
が
ら
開
始
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
は
当
院
で
も
個
別
接
種
を

行
っ
た
ほ
か
、
多
く
の
職
員
が
中
津

市
の
集
団
接
種
に
も
参
加
し
て
お
り

地
域
の
感
染
対
策
の
一
端
を
担
う
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
第

６
波
の
懸
念
も
あ
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
ブ
ー
ス

タ
ー
接
種
事
業
へ
の
参
加
の
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
救
急
医

療
、
高
気
圧
酸
素
と
ナ
ノ
バ
ブ
ル
水

に
よ
る
骨
関
節
感
染
症
治
療
や
ポ
ー

タ
ブ
ル
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
人

工
関
節
置
換
術
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
に

対
す
る
先
進
の
薬
物
療
法
、
ま
た
新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
椎
間
板
内
酵

素
注
入
療
法
や
関
節
症
に
対
す
る
再

生
医
療
な
ど
、急
性
期
か
ら
回
復
期・

介
護
ま
で
の
地
域
包
括
ヘ
ル
ス
ケ
ア

を
担
う
整
形
外
科
専
門
総
合
病
院
・

法
人
と
し
て
前
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
素
よ
り
ご
支
援
・
ご

高
配
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
当
法
人
は
昨
年
40
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
第
21
回
九
州
高

気
圧
環
境
医
学
会
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
に
て
国
境
を
越
え
て
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
指

導
の
賜
物
と
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
約
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、
医

療
の
み
な
ら
ず
ほ
ぼ
全
て
の
分
野
に

お
い
て
多
く
の
環
境
が
変
化
し
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
は
救
急
告
示
病
院
で
あ
り
外

傷
な
ど
に
よ
る
救
急
患
者
を
受
け
入

れ
て
い
る
た
め
、
発
熱
の
あ
る
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
当

初
は
そ
の
対
応
に
大
変
苦
慮
い
た
し

ま
し
た
。
例
え
ば
高
齢
者
に
多
い
大

腿
骨
近
位
部
骨
折
は
ほ
ぼ
全
例
に
早

急
な
手
術
が
必
要
な
外
傷
で
す
が
、

治
療
が
遅
れ
る
と
痛
み
が
持
続
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
誤
嚥
性
肺

炎
や
血
栓
症
な
ど
で
死
亡
率
が
高
ま

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
患
者
さ
ん
で
は
発
熱
を
伴
う
こ
と

が
多
々
あ
り
、
そ
の
発
熱
の
原
因
が

外
傷
に
伴
う
も
の
も
あ
れ
ば
、
脱
水

に
伴
う
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
肺
炎

な
ど
の
疾
患
に
よ
る
衰
弱
が
原
因
で

転
倒
・
受
傷
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
発
熱
の
あ
る
救
急
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

患
者
さ
ん
が
入
院
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
実
際
に
全
国
各
地
の
救
急

病
院
で
は
別
疾
患
の
救
急
患
者
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
が
多
く
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
方
で
当
院
が
整
形
外
科
関
連
の

救
急
患
者
を
断
る
と
、多
く
の
場
合
、

福
岡
県
や
別
府
・
大
分
方
面
の
病
院

へ
搬
送
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
多

く
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
地
域
で

は
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
他
地
域
の

救
急
患
者
受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
る

事
態
も
お
き
て
い
た
た
め
、
で
き
る

だ
け
地
域
の
患
者
さ
ん
は
受
け
入
れ

て
い
こ
う
と
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

対
応
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
こ
そ

院
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗
原

定
性
検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も

可
能
と
な
り
、
通
常
に
近
い

状
態
で
診
療
可
能
と
な
り
ま

し
た
が
、
当
初
は
そ
の
対
応

に
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
し
た
。

ま
た
院
内
検
査
も
万
能
で
は

な
く
、
患
者
さ
ん
や
職
員
の

検
査
で
陽
性
（
結
果
的
に
は

偽
陽
性
）
が
出
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
、
関
係
す
る
職
員

の
勤
務
停
止
が
必
要
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に

感
染
者
が
大
幅
に
増
え
た
第

５
波
に
至
っ
て
は
、
連
日
、

中
津
近
隣
で
感
染
者
の
発
生

が
報
告
さ
れ
る
た
び
に
職
員

や
そ
の
家
族
が
感
染
者
と
接

触
、
あ
る
い
は
家
族
が
感
染

し
た
と
の
こ
と
で
、
当
該
職

員
や
接
触
し
た
職
員
の
勤
務
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に
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
実

感
し
て
い
る
。
私
達
も
、

米
国
と
日
本
国
の
政
府
間

協
定
に
基
づ
い
て
、
米
国

海
洋
大
気
局
と
日
本
海
洋

開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
の
間
で
２
年

ご
と
に
日
米
交
互
に
天
然

自
然
開
発
会
議
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
１
９

７
２
年
、
第
１
回
の
会
議

が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。

１
９
７
３
年
に
は
、
米
国

の
シ
ア
ト
ル
で
開
か
れ
、

九
州
労
災
病
院
に
赴
任
し

て
い
た
私
は
、
そ
の
代
表

の
一
人
と
し
て
「
潜
水
士

の
骨
壊
死
研
究
」
の
テ
ー

マ
で
発
表
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の

会
議
に
関
わ
っ
て
い
く
第
１
歩
と

な
っ
た
。
そ
の
後
１
９
７
５
年
に
東

京
で
開
催
さ
れ
、
眞
野
喜
洋
東
京
医

科
歯
科
大
学
教
授
と
共
に
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ

（
米
国
海
洋
大
気
局
）
の
部
長
で
後
に

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
と

な
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ッ
シ
ュ
博

士
等
、
多
く
の
関
係
者
と
知
り
合
う

事
に
な
っ
た
。
１
９
８
６
年
に
は
ハ

ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
で
開
か
れ
、
私
達

は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
ラ
ン

フ
ィ
ア
教
授
、
レ
ー
ナ
ー
博
士
ら
と

共
に
眞
野
教
授
、
北
野
元
生
鹿
児
島

大
学
教
授
ら
と
一
緒
に
「
潜
水
士
の

骨
壊
死
予
防
に
つ
い
て
」
の
動
物
実

験
を
、
羊
を
使
っ
て
実
施
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
。（
図
１
）
そ
の
後
も

こ
の
実
験
は
最
近
ま
で
続
け
ら
れ
、

　

２
０
２
１
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
を
、
真
鍋
淑
郎
博
士
（
米
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
上
席
研
究
員
）
が
12
月

６
日
受
賞
し
た
。
日
本
人
と
し
て
大

変
誇
り
に
思
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

受
賞
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
の
根
拠

を
科
学
的
に
示
し
た
研
究
が
な
さ
れ

た
場
所
は
、
私
が
永
年
関
係
し
て
い

た
米
国
海
洋
大
気
局
（
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
）

で
あ
っ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

真
鍋
博
士
は
東
京
大
学
卒
業
後
、
米

国
気
象
局
の
研
究
員
、
米
国
海
洋
気

象
庁
地
球
流
体
力
学
研
究
所
の
上
級

研
究
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
今
回
の
受
賞
理
由
は
「
気
候

の
物
理
的
モ
デ
リ
ン
グ
、
気
候
変
動

の
定
量
化
、
地
球
温
暖
化
の
確
実
な

予
測
」
に
関
す
る
業
績
で
、
現
在
に

於
い
て
は
誰
も
が
感
じ
て
い
る
地
球

の
温
暖
化
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
や
メ

タ
ン
ガ
ス
が
増
え
、
熱
が
宇
宙
に
放

出
さ
れ
ず
に
溜
っ
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
地
球
環
境
の
激
変
が
地
球
温
暖

化
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
を
、
科
学

的
根
拠
を
示
し
て
明
ら
か
に
し
た
。

北
極
の
氷
山
の
融
解
や
ア
ラ
ス
カ
や

カ
ナ
ダ
等
の
氷
河
の
融
解
、
日
本
に

於
い
て
も
人
吉
や
山
口
県
の
洪
水
や

豪
雨
等
も
、
全
て
人
間
が
自
ら
引
き

起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
地
球
上
の
森
林
や
海
洋

等
の
自
然
が
吸
収
出
来
る
二
酸
化
炭

素
の
量
は
年
間
約
１
８
０
億
ト
ン
に

対
し
、
３
４
０
億
ト
ン
が
排
出
さ
れ

て
お
り
、
毎
年
１
６
０
億
ト
ン
が
地

球
の
大
気
中
に
残
り
、
温
暖
化
を
進

め
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
過
去

１
３
０
０
年
間
の
気
温
変
化
よ
り
、

近
年
の
温
暖
化
が
過
去
に
例
の
な
い

上
昇
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
酸
化
炭
素

の
70
％
近
く
は
日
本
を
含
め
た
十
数

カ
国
の
先
進
国
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

真
鍋
博
士
は
早
く
か
ら
こ
の
事
に

注
目
し
、
30
年
間
に
わ
た
り
研
究
し

て
い
た
米
国
海
洋
大
気
局
は
、
ニ
ク

ソ
ン
大
統
領
の
提
案
に
よ
り
、
１
９

７
０
年
に
設
立
さ
れ
、
通
称
・
Ｎ
Ｏ

Ａ
Ａ
と
い
う
組
織
に
集
約
統
合
さ
れ

「
米
国
海
洋
大
気
局
」
と
な
っ
た
。
こ

の
問
題
は
１
９
９
２
年
、
国
連
環
境

開
発
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
気
候
変

動
枠
組
条
約
」
の
締
結
国
に
よ
り
、

毎
年
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
策

等
を
協
議
す
る
会
議
・
地
球
環
境
問

題
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
１
９
９
７
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
は

京
都
で
開
催
さ
れ
、
各
国
の
具
体
的

な
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
を

課
し
た
「
京
都
議
定
書
」
が
採
択
さ

れ
た
。
そ
の
後
も
、
２
０
１
５
年
に

は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
、
２
０
２
１
年
に
は
Ｃ

Ｏ
Ｐ
26
が
英
国
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開

催
さ
れ
た
の
は
つ
い
最
近
の
こ
と
で

あ
る
。
国
際
的
な
数
値
目
標
が
定
め

ら
れ
、
先
進
国
全
体
で
気
温
上
昇
を

１
・
５
度
に
抑
え
る
た
め
に
、
石
炭

の
段
階
的
廃
止
、
森
林
破
壊
の
削
減
、

電
気
自
動
車
へ
の
切
り
替
え
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
奨
励
を
重
視
し

て
い
る
。

　

今
日
、
国
連
に
於
い
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
が
採

択
さ
れ
、
加
盟
国
１
９
３
カ
国
が
２

０
１
６
年
か
ら
２
０
３
０
年
迄
の
15

年
間
で
達
成
す
る
た
め
掲
げ
た
17
の

目
標
で
あ
る
。
こ
の
中
の
13
番
目
に

は
「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」

と
い
う
こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
医
療
機
関
も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

地
球
環
境
の
激
変
に
思
う

　
　
　

   
― 

医
療
機
関
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を 

―

最
終
的
に
羊
を
５
０
０
頭
使
っ
て
終

了
し
た
。

　

１
９
８
９
年
に
は
、
国
際
高
圧
医

学
・
潜
水
医
学
セ
ミ
ナ
ー
が
当
院
で

開
催
さ
れ
、
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
の
ブ
ッ
シ
ュ

部
長
や
Ｕ
Ｈ
Ｍ
Ｓ
（
国
際
潜
水
・
高

気
圧
環
境
医
学
会
）
の
グ
リ
ー
ン
・

バ
ウ
ム
理
事
長
、Ｎ
Ｏ
Ａ
Ａ
の
ミ
ラ
ー

部
長
と
と
も
に
天
児
民
和
先
生
御
夫

妻
も
参
加
し
て
戴
い
た
。（
図
２
）
そ

の
中
で
ブ
ッ
シ
ュ
部
長
は
、「
こ
れ
か

ら
地
球
温
暖
化
が
大
変
大
き
な
問
題

と
な
り
、
地
球
環
境
が
激
変
す
る
と

予
測
さ
れ
る
の
で
様
々
な
協
力
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
」
と
訴
え
て
い
た
。

私
達
は
潜
水
病
の
み
な
ら
ず
環
境
問

題
に
大
き
な
示
唆
を
戴
い
た
。
こ
の

会
議
は
１
９
９
１
年
に
は
箱
根
で
、

１
９
９
３
年
に
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開

図1．減圧性骨壊死共同研究者ランフィア教授、
レーナー博士、北野教授　1986年 UJNRにて

図2．1989年 高圧２号基完成記念  国際高圧医学・潜水医学セミナー

　
　
　
　
　
　
社
会
医
療
法
人 

玄
真
堂  

川
嶌
整
形
外
科
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
川
嶌
　
眞
人
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催
さ
れ
、
当
時
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
た

ブ
ッ
シ
ュ
博
士
の
自
宅
や
、
米
国
側

の
議
長
で
あ
る
ジ
ー
ン
・
ス
ミ
ス
海

洋
大
気
局
長
に
も
招
か
れ
、
親
し
く

交
流
す
る
こ
と
が
出
来
た
。（
図
３
）

２
０
０
１
年
に
は
中
津
に
於
い
て
も

国
際
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ブ
ッ
シ
ュ
博
士
の
み
な
ら

ず
Ｕ
Ｈ
Ｍ
Ｓ
の
ド
ン
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー

理
事
長
、
直
前
理
事
長
で
あ
っ
た
グ

リ
ー
ン
・
バ
ウ
ム
博
士
、
宇
宙
開
発

事
業
団
の
嶋
田
和
人
宇
宙
医
学
研
究

開
発
室
長
ら
と
共
に
当
院
で
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。（
図
４
）
こ
の

時
、諸
氏
と
も
既
に
環
境
問
題
を
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
た
事

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

彼
ら
が
当
院
に
植
樹
し
た
桜
が
今

は
大
き
く
育
ち
、
毎
年
美
し
い
花
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。（
図
５
）

　

ブ
ッ
シ
ュ
博
士
は
５
回
に
わ
た
っ

て
当
院
を
訪
れ
、
親
密
な
関
係
を
構

築
し
て
い
た
だ
い
た
。
２
０
０
８
年

に
は
中
津
に
於
い
て
第
３
回
日
米
宇

宙
・
潜
水
・
高
気
圧
環
境
医
学
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
図
６
）

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
我
々
は
先
ず

１
９
９
２
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
会
議
よ
り
、

太
陽
熱
の
給
湯
・
太
陽
熱
発
電
・
地

下
熱
の
利
用
、
天
然
ガ
ス
に
よ
る
冷

暖
房
、
徹
底
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
、
職

員
と
共
に
植
樹
、
屋
上
に
庭
園
を
造

り
残
食
肥
料
の
活
用
、
中
津
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
環
境
問
題
を
主
催
し

て
、
ゴ
ミ
の
分
別
や
植
樹
運
動
を
地

域
全
体
で
開
始
す
る
事
を
決
め
、
中

津
市
大
貞
の
運
動
公
園
に
は
「
中
津

ロ
ー
タ
リ
ー
の
森
」
を
創
り
、
更
に

は
商
工
会
議
所
の
方
々
と
、
桜
の
苗

１
万
５
千
本
、
も
み
じ
の
苗
15
万
本

を
植
え
る
運
動
に
参
加
し
て
き
た
。

ま
た
、
災
害
に
備
え
被
災
地
（
雲
仙
・

三
陸
・
熊
本
等
）
に
職
員
と
と
も
に

足
を
運
び
、
来
る
べ
き
南
海
大
地
震

に
備
え
て
い
る
。
歴
史
的
に
み
て
も

８
６
５
年
の
貞
観
地
震
以
降
定

期
的
に
日
本
を
襲
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
対
応
に
手
抜
か
り
が

あ
っ
て
は
病
院
の
存
続
は
出
来

な
い
と
い
う
事
を
理
解
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
年

で
は
山
国
川
の
大
洪
水
が
あ
り
、

災
害
支
援
と
と
も
に
災
害
の
実

態
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
。
そ

の
経
験
か
ら
新
病
院
で
は
耐
震

化
や
自
家
発
電
機
の
増
設
、
非

常
食
や
医
薬
品
の
備
蓄
、
毎
月

の
防
災
点
検
、
加
え
て
定
期
的

な
防
災
訓
練
の
実
施
等
を
行
っ

て
い
る
。
近
年
に
於
け
る
コ
ロ

ナ
の
問
題
も
、
地
球
環
境
の
激

変
か
ら
起
き
た
と
い
う
説
も
あ

り
、
野
生
動
物
（
特
に
コ
ウ
モ

リ
等
）
が
森
か
ら
追
い
出
さ
れ

て
、
様
々
な
動
物
に
寄
生
し
て

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
ば
ら
ま
く

と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
る
。

そ
れ
が
２
０
０
２
年
の
「
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
」
で
あ
り
、２
０
１
２
年
の
「
Ｍ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
」、
そ
し
て
今
回
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
多
く

の
学
者
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
野
生
動
物
が

起
源
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
住
み
家
が

乱
開
発
や
自
然
破
壊
に
よ
っ
て
自
然

界
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
そ
の
ウ
イ
ル

ス
と
人
間
が
接
触
す
る
チ
ャ
ン
ス
が

必
然
的
に
増
え
て
し
ま
っ
た
、
と
国

立
環
境
研
究
所
の
生
物
学
者
・
五
箇

公
一
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

富
士
川
遊
の
『
日
本
医
学
史
』
に
よ

る
と
、
前
野
良
沢
は
、「
人
間
が
自
然

界
の
一
部
を
支
配
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
非
常
に
傲
慢
に
な
っ
て

独
力
で
し
た
よ
う
に
思
う
。
自
分
の

力
は
自
然
の
力
の
一
部
と
い
う
謙
譲

の
心
が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
自
分
の
力
が
大
な
る
自
然
の
一

部
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
人
間

が
何
や
か
や
と
や
る
こ
と
は
、
全
く

自
然
の
力
の
働
き
の
一
部
で
あ
る
と

考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
良
沢
は
述
べ

て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
・
宮
古

市
を
訪
れ
た
時
に
、
高
さ
70
ｍ
の
巨

大
堤
防
が
い
と
も
簡
単
に
崩
壊
さ
れ

て
い
る
の
を
見
て
、
人
間
が
自
然
に

逆
ら
っ
て
生
き
る
こ
と
の
虚
し
さ
を

感
じ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
。
人

間
は
自
然
に
合
わ
せ
た
生
活
が
い
か

に
大
事
か
と
い
う
事
を
あ
ら
た
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
た
。前
野
良
沢
は
、「
天

地
の
運
行
に
過
不
及
が
あ
る
こ
と
は
、

其
の
原
因
は
人
為
に
あ
る
。
山
林
を

伐
り
尽
く
せ
ば
干
ば
つ
烈
風
が
至
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
ア
マ
ゾ
ン
等
各
地

で
進
ん
で
い
る
森
林
の
無
秩
序
な
伐

採
（
森
林
破
壊
）
を
良
沢
は
予
測
し

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

ま
た
、
杉
田
玄
白
も
「
医
事
は
自

然
に
如
か
ず
」
と
晩
年
残
し
、
自
然

界
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
生
か
さ
れ

て
い
る
我
々
は
、
自
然
に
生
き
る
こ

と
こ
そ
が
最
も
重
要
だ
と
言
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
は
、
我
々
も

こ
の
様
な
視
点
を
持
っ
て
病
院
を
運

営
し
、
又
社
会
に
対
し
貢
献
を
す
る

中
で
経
済
効
率
第
一
の
政
策
の
見
直

し
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

図4．2001年 潜水・高気圧環境医学会

図6．2008年 UJNR中津で日米宇宙・潜水・高気圧環境医学合同学会

図5．2001年 潜水・高気圧環境医学会にて桜の植樹

図3．1993年 ホワイトハウス見学
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２
０
２
１
年
11
月
28
日
に
大
分

県
別
府
市
で
開
催
さ
れ
た
第
39
回

大
分
県
病
院
学
会
に
参
加
・
発
表

致
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
て
前
回
は

完
全
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
（
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配

信
お
よ
び
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
の

み
）
で
し
た
が
、
今
回
は
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
（
特
別
講
演
お
よ
び

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
現
地
開
催
と
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
お
よ
び
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
、
一
般
演
題
は
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
の
み
）
と
な
り
ま
し
た
。

人
数
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
私
は

現
地
開
催
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
今
回
の
学
会
テ
ー
マ
は
『
道

の
道
と
す
べ
き
は
常
の
道
に
あ
ら

ず
～
病
院
の
成
長
に
ゴ
ー
ル
は
な

い
～
』
と
題
し
ま
し
て
、
特
別
講

　

２
０
２
１
年
12
月
11
日
、
12
日

に
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
た
第
１
４

２
回
西
日
本
整
形
・
災
害
外
科
学

会
学
術
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
古
江
先
生
、
後
藤
先
生
の

ご
指
導
、
ご
同
行
の
も
と
で
学
会

参
加
と
な
り
ま
し
た
。
発
表
は
12

月
12
日
午
後
と
全
体
で
も
最
後
の

発
表
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
参
加
者
は
例
年
よ
り
も
少
な
く

感
じ
た
も
の
の
、
最
終
日
の
発
表

に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
先
生
方
が

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自

身
は
珍
し
い
症
例
の
発
表
で
し
た

が
、
他
病
院
の
先
生
方
か
ら
い
く

つ
か
質
問
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
学
会
発
表

で
は
質
疑
応
答

が
最
も
緊
張
す

る
時
間
と
な
り

ま
す
が
、
何
と

か
お
答
え
す
る

こ
と
が
で
き
た

た
め
、
発
表
終

了
時
に
安
堵
し

た
覚
え
が
あ
り

ま
す
。
他
の
先

生
方
の
中
に

演
で
は
東
京
電
機
大
学
研
究
推
進

社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
顧
問
・
客
員

教
授　

佐
々
木
良
一
先
生
に
よ
る

『
コ
ロ
ナ
後
に
拡
が
る
医
療
デ
ジ
タ

ル
化
と
そ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
』

の
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
『
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
病
院
の
新

し
い
展
望
』
を
テ
ー
マ
に
4
人
の

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
る
講
演
と
討

論
が
行
わ
れ
、
中
で
も
特
別
講
演

で
は
10
月
末
に
徳
島
県
の
医
療
機

関
で
起
こ
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

記
憶
も
ま
だ
新
し
く
、
大
変
興
味

深
く
聴
講
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
1
日
か
ら
は
一
般

演
題
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
が
始

ま
り
、
当
院
か
ら
は
私
を
含
む
2

演
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
私

は
『
当
院
に
お
け
る
手
部
の
外
傷

に
対
す
る
高
気

圧
酸
素
治
療
』
を

発
表
し
、
も
う
１

つ
は
栄
養
管
理

科
・
別
府
杏
聖
管

理
栄
養
士
が
『
栄

養
指
導
実
施
件

数
増
加
に
向
け

て
の
取
り
組
み
』

を
発
表
し
ま
し

は
、
平
然
と
、
む
し
ろ
楽
し
み
な

が
ら
発
表
を
こ
な
す
先
生
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
れ
ほ
ど

の
数
を
こ
な
せ
ば
、
そ
の
境
地
に

至
る
の
か
、
果
た
し
て
自
分
に
そ

の
段
階
が
来
る
の
か
甚
だ
疑
問
に

感
じ
ま
す
。
学
会
は
当
院
の
発
表

を
報
告
す
る
一
方
で
、
他
病
院
の

様
々
な
症
例
・
講
義
を
耳
に
す
る

こ
と
が
で
き
、
新
鮮
な
こ
と
を
学

べ
る
大
変
い
い
機
会
で
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
知
識
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
忘
れ
ず
、
日
々

の
診
療
に
誠
意
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

た
。
発
表
は
音
声
入
り
の
発
表
ス

ラ
イ
ド
を
動
画
化
し
た
も
の
を
Ｗ

ｅ
ｂ
上
で
視
聴
し
て
頂
き
、
質
疑

応
答
は
文
書
の
み
で
行
う
と
い
う

形
式
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
従
来

の
よ
う
な
学
会
当
日
の
緊
張
感
は

な
く
気
楽
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

達
成
感
は
若
干
少
な
い
よ
う
に
も

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
日
本

国
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

新
た
な
変
異
株
が
確
認
さ
れ
る
な

ど
第
6
波
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
落
ち
着
き
、
通
常
の
学

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
や
現
地
で

の
発
表
が
出
来
る
こ
と
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

第
39
回
大
分
県
病
院
学
会
に
参
加
・
発
表
し
て

高
気
圧
治
療
科
副
主
任
　
宮
田
　
健
司

 
第
142
回
西
日
本
整
形
・
災
害
外
科
学
会
で
発
表
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
師
　
豊
島
　
嵩
正

学会会場にて
（左）宮田  （右）別府管理栄養士

シンポジウム（討論）の様子
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２
０
２
１
年
10
月
9
日
（
土
）、

大
江
医
家
史
料
館
に
て
第
34
回
マ

ン
ダ
ラ
ゲ
の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

感
染
対
策
の
体
温
チ
ェ
ッ
ク
・
手

指
消
毒
を
徹
底
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
、
滞
り
な
く
会
が
開
催
で
き

た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
江
医
家
史
料
館
で

の
薬
草
園
の
手
入
れ
・
採
取
を
行
っ

た
後
、
西
蓮
寺
に
て
大
分
大
学
名

誉
教
授
で
あ
る
島
田
達
生
先
生
に

「
中
津
の
三
賢
人
、
良
沢
（
蘭
化
）、

諭
吉
、
淳
の
共
通
項
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
御
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
超

え
る
業
績
と
讃
え
ら
れ
〝
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
の
父
〟
と
も
呼
ば
れ
、

　

２
０
２
１
年
10
月
16
日
（
土
）、

川
嶌
整
形
外
科
病
院
1
階
玄
真
堂

ホ
ー
ル
に
て
、
骨
と
関
節
の
日
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
「
骨

粗
鬆
症
に
つ
い
て
」
講
師
：
豊
島

嵩
正
先
生
の
骨
粗
鬆
症
の
検
査
か

ら
治
療
に
つ
い
て
、
ま
た
、
骨
が

弱
く
な
り
骨
折
し
た
時
の
治
療
な

ど
、
臨
床
で
の
お
話
も
あ
り
、
と

て
も
患
者
さ
ん
に
興
味
深
い
内
容

で
し
た
。
谷
理
学
療
法
士
か
ら
は

椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
簡
単
な
体
操

を
し
て
頂
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

心
臓
の
刺
激
伝
導
系
で
あ
る
プ
ル

キ
ン
エ
線
維
を
発
見
さ
れ
た
田
原

淳
先
生
に
つ
い
て
の
お
話
で
し
た
。

解
剖
学
・
心
臓
学
の
歴
史
を
変
え

た
人
物
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に

強
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

近
年
、
医
療
に
携
わ
っ
て
い
な
い

人
、
若
年
者
な
ど
へ
の
関
心
を
引

き
ま
し
た
。
私
は
診
療
放
射
線
技

師
の
立
場
で
、「
丈
夫
な
骨
で
生
涯

現
役
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う

や
っ
て
骨
密
度
を
検
査
す
る
の

か
？
検
査
方
法
、
検
査
結
果
の
見

か
た
、
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

事
で
骨
の
丈
夫
さ
を
知
り
骨
折
の

リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
る
事
を
話
し

ま
し
た
。
ま
た
自
分
な
り
に
骨
折

し
な
い
為
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
柴
犬
と
一

緒
に
散
歩
す
る
事
で
四
季
の
移
ろ

い
を
感
じ
な
が
ら
運
動
し
、
お
腹

く
よ
う
田
原
淳
先
生
の
物
語
が
漫

画
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
漫
画
化
と

い
う
新
た
な
形
で
、
日
本
の
偉
人

が
後
世
に
伝
わ
っ
て
い
き
、
意
思

が
引
き
継
が
れ
て
い
る
事
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
第
34
回
マ

ン
ダ
ラ
ゲ
の
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
っ
て
、
玄
真
堂
の
社
会
奉
仕
委

員
の
一
員
と
し
て
お
手
伝
い
で
き

た
こ
と
と
、
貴
重
な
御
講
演
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま

し
た
。

を
す
か
せ
て
お
い
し
く
食
事
を
い

た
だ
く
こ
と
で
す
。
運
動
食
事
に

気
を
付
け
て
骨
粗
鬆
症
に
な
ら
な

い
よ
う
に
努
め
、
生
涯
現
役
で
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

骨
と
関
節
の
日
放
射
線
科

　副
主
任

　
　佐
々
木

　博
章

第
34
回

マ
ン
ダ
ラ
ゲ
の
会

社
会
奉
仕
委
員
会

　
　
　
　牟
田
口

　瞬
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11
月
23
日
（
火
）、第
32
回
管
理
職
研
修
会
を
、

「
心
理
的
安
全
性
（
患
者
・
利
用
者
の
安
全
、
安

心
の
た
め
に
）」と
い
う
テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。

　
「
心
理
的
安
全
性
」
は
、
ス
タ
ッ
フ
間
で
意
見

交
換
・
報
告
を
す
る
場
面
等
で
、
遠
慮
を
し
た

り
マ
イ
ナ
ス
思
考
に
な
っ
た
り
で
、
発
言
を
控

え
て
し
ま
う
と
い
う
環
境
を
心
理
面
か
ら
変
え

て
い
く
考
え
方
で
す
。

　

上
司
部
下
、ど
ち
ら
の
立
場
で
あ
っ
て
も
、「
自

分
は
完
璧
な
人
間
で
は
無
い
」
と
い
う
概
念
で
、

互
い
に
何
事
も
謙
虚
に
捉
え
、
相
手
を
理
解
し
、

耳
を
傾
け
、
前
向
き
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
管
理
職
皆
で
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
擬
似
課
題
に
つ
い
て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
物
事
を
謙
虚
に

捉
え
視
点
を
少
し
変
え
て
み
る
こ
と
、
意
見
を
く
れ
た
人
へ
感
謝
を
示
す
姿

勢
に
つ
い
て
、
実
際
に
各
自
が
考
え

発
表
し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で

さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
事
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
で
の
学
び
を
今
後

の
現
場
で
も
広
く
活
用
し
、
謙
虚
な

気
持
ち
で
多
く
の
意
見
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
上
司
と
も
部
下
と
も
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
活
発
で
積
極
的
な
職
場
づ
く
り
、

ス
タ
ッ
フ
育
成
等
、
管
理
職
と
し
て

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
11
月
21
日
、
22
日

の
2
日
間
、
天
ケ
瀬
の
復
興
支
援

も
兼
ね
た
職
員
旅
行
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
渦

で
の
旅
行
と
い
う
こ
と
で
、
事
前

に
参
加
者
全
員
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
し
「
陰
性
」
を
確
認
。
バ
ス
内

は
乗
車
時
に
毎
回
手
指
消
毒
を
徹

底
、
マ
ス
ク
着
用
と
無
念
の
車
内

飲
酒
禁
止
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

旅
館
で
の
食
事
は
基
本
黙
食
、

話
す
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
感
染

予
防
に
努
め
ま
し
た
。
皆
、
色
と

り
ど
り
の
美
味
し
い
食
事
に
大
満

足
。
理
事
長
先
生
の
計
ら
い
で
、

く
じ
引
き
会
が
あ
り
、
静
か
な
宴

会
の
中
で
参
加
職
員
は
各
自
当

た
っ
た
景
品
を
前
に
大
変
喜
ぶ

シ
ー
ン
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
私
は

「
す
き
焼
き
セ
ッ
ト
」
が
当
た
り
ま

し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

天
ケ
瀬
は
、
昨
年
7
月
の
豪
雨

被
害
か
ら
の
復
興
途
中
で
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
水
害
の
爪
痕
が
あ
り
、

自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
2
日
目
の
早
朝
、
眠
い
目
を

こ
す
り
な
が
ら
慈
恩
の
滝
を
見
学
、

滝
の
上
か
ら
朝
日
が
射
す
と
い
う

神
々
し
い
風
景
に
目
が
覚
め
、
何

か
良
い
こ
と
が
起
こ
り
そ
う
な
予

感
す
ら
し
ま
し
た
。
次
に
、
く
じ
ゅ

う
花
公
園
で
満
開
の
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
に
遭
遇
、
鮮
や
か
な
黄
色
と

オ
レ
ン
ジ
色
で
「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
っ
て
こ
ん
な
に
大
き
か
っ
た
っ

け
？
」
と
い
う
大
き
な
サ
イ
ズ
感

で
し
た
。
昼
食
は
久
住
高
原
コ
テ
ー

ジ
で
満
腹
、
お
土
産
は
ガ
ン
ジ
ー

フ
ァ
ー
ム
で
済
ま
せ
、
最
後
に
ミ

ル
ク
感
い
っ
ぱ
い
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
、
帰
路
に
着
き
ま

し
た
。
バ
ス
を
降
り
る
前
に
抗
原

検
査
を
実
施
、
全
員
陰
性
判
定

と
な
り
、
安
心
し
て
旅
行
を
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
2

日
間
の
旅
行
で
体
は
疲
れ
ま
し

た
が
、
何
よ
り
も
心
が
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
出
来
た
の
で
、
明
日
か
ら

の
仕
事
を
頑
張
ろ
う
と
強
く
思

い
ま
し
た
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　主
任

　斉
藤

　直
人

管
理
職
研
修
会
を
終
え
て

老健なのみ
長谷川　進作

職員旅行に
参加して
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２
０
２
１
年
夏
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
賛
否
両
論
の
な
か
既

定
路
線
で
行
わ
れ
た
感
が
あ
る

が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
ス
ポ
ー

ツ
の
力
は
圧
倒
的
で
、
批
判
的

だ
っ
た
人
の
中
に
も
感
動
を
覚
え

た
人
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
柔

道
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
体

操
・
・
私
も
感
動
し
て
涙
し
た
一

人
で
あ
る
。

　

一
方
、
テ
ニ
ス
で
は
猛
暑
の
た

め
に
棄
権
が
相
次
ぎ
、
せ
っ
か
く

札
幌
に
移
し
た
マ
ラ
ソ
ン
も
季
節

外
れ
の
暑
さ
で
選
手
の
不
満
が
続

出
し
た
。
地
球
温
暖
化
問
題
が
議

論
さ
れ
て
久
し
い
が
、
今
の
地
球

環
境
で
は
、
夏
の
屋
外
競
技
を

行
っ
て
良
い
の
か
？
と
い
う
局
面

に
来
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
限
ら
ず
、
国

内
の
甲
子
園
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
も
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
国
の
非
人
権
的
問
題

に
関
し
て
、
２
０
２
２
年
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
外
交
的
ボ
イ

コ
ッ
ト
の
懸
念
が
現
実
化
し
つ
つ

あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
平
和
の

祭
典
で
あ
り
、
政
治
的
利
用
に
は

用
い
ず
、
商
業
目
的
に
も
利
用
し

な
い
と
五
輪
憲
章
に
は
あ
る
は
ず

だ
が
、
政
治
の
関
与
、
莫
大
な
予

算
、
放
映
権
問
題
は
ど
の
大
会
に

も
付
き
ま
と
う
。
東
京
で
も
兆
と

い
う
予
算
を
ど
こ
が
払
う
か
押
し

つ
け
合
っ
て
い
た
が
、
ど
こ
が

払
っ
た
に
し
ろ
我
々
の
税
金
で
あ

る
。

　

世
界
一
を
決
め
る
な
ら
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
競
技
の
世
界
選
手
権
を

行
え
ば
よ
い
。
一
堂
に
会
し
て
と

な
る
と
、
ど
う
し
て
も
お
祭
り
に

な
っ
て
し
ま
う
の
は
当
然
で
あ

る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
要
る
の
だ
ろ

う
か
？

副院長
古江　幸博

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
要
ら
な
い

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
リ
ハ
ビ
リ

ク
リ
ニ
ッ
ク
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
科
長
　
近
藤
　
征
治
　

　

平
成
12
年
に
川
嶌
整
形
外
科

病
に
併
設
し
て
、
か
わ
し
ま
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
開
院
し
ま
し
た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
開
院
か
ら
約
21

年
経
て
、
現
在
ク
リ
ニ
ッ
ク
リ

ハ
ビ
リ
で
は
、
理
学
療
法
士
12

名
・
作
業
療
法
士
４
名
・
助
手

４
名
が
働
い
て
ま
す
。
開
院
当

初
に
比
べ
職
員
も
増
え
、
患
者

数
も
累
計
で
年
間
十
一
万
人
以

上
の
方
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
リ
ハ

ビ
リ
の
治
療
に
訪
れ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
の
３
月
頃

よ
り
日
本
全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ

患
者
が
急
増
し
、
中
津
市
も
毎

日
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

の
感
染
報
告
が
多
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
コ
ロ
ナ
の

感
染
対
策
と
し
て
、
正
面

玄
関
で
全
て
の
患
者
の
検

温
を
行
い
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

内
で
は
不
織
布
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
職
員
・
患
者
の

移
動
の
徹
底
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
リ

ハ
ビ
リ
で
も
感
染
対
策
と

し
て
、
患
者
使
用
後
の
全

ベ
ッ
ド
・
器
具
・
道
具
の

除
菌
作
業
と
室
内
換
気
の

徹
底
を
行
い
、
現
在
ま
で

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
報
告

は
有
り
ま
せ
ん
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
リ
ハ
ビ
リ

職
員
一
同
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

日
常
生
活
の
動
作
の
改
善
や
健

康
を
維
持
す
る
た
め
に
、
最
新

の
治
療
と
コ
ロ
ナ
の
感
染
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
を
維

持
し
た
い
。
運
動
が
し
た
い
、

リ
ハ
ビ
リ
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
診
察
時
に
担
当
Dr.
へ

ご
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。
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高気圧治療科　統括科長　臨床工学技士　山口　　喬
整形外科における高気圧酸素治療について
　高気圧酸素治療（HBOT）は高気圧治療装置（通称：高圧タンク）の中で、2気圧まで気圧を高め、100%の
酸素を60分間吸入することで体内の酸素量を増加させる治療法です。整形外科だけでなくその他の診療科疾患
でも利用されており、次のような疾患に対して行われます。

　HBOT中の体内の酸素量は通常よりも10倍程度増加します。その理由は、大気圧下ではほとんど存在しない
溶解酸素が増えることにあります。圧力が高い状態では気体が液体に溶けやすくなる現象を利用したものです。
通常の酸素運搬は、血液中の赤血球が酸素と結合して血液の循環によって行われます(結合酸素)。HBOTではそ
れに加えて、血液中の液体成分に酸素が直接溶け込むことで酸素運搬量を増やしています(溶解酸素)。

　当院の高圧タンクは同時に5人まで治療が受けられます。治療室内の気圧を変化させますので、耳抜きを行っ
ていただかなくてはなりません。飛行機に乗った時に耳の圧迫感や痛みを感じたことがあると思います。その
時につばを飲み込んだり鼻をつまんで息んだりして耳を正常な状態に戻す動作が耳抜きです。初めは耳抜きが
苦手な人でも、ほとんどの人は何回か入っているうちにコツをつかんできます。治療圧力まで気圧が上がったら、
酸素マスクを着けて酸素を60分間吸って
いただきます。その間は本を読んだり、お
休みになられたり、室内に流れる音楽を聞
いたりしてお過ごしください。治療は専門
の資格を持った職員が常に管理しておりま
す。高気圧酸素治療について詳しくお知り
になりたい方は、お気軽にお問い合わせく
ださい。

体内の酸素量が増えることによって、次のような効果があります
●低酸素状態にある組織を改善する
●酸素自体に殺菌作用がある
●白血球の作用を増強して自己免疫能力を高める
●抗菌薬の作用を増強する
●損傷した組織の修復を速める
●血管収縮による浮腫の軽減
●組織での酸素拡散距離の増加（酸素が行き渡りやすくなる）

HBOTの効果が期待できる主な疾患（整形外科疾患）
●骨髄炎　　　　　　　　　　　●化膿性関節炎　　　　　　　　　●化膿性脊椎炎
●難治性皮膚潰瘍　　　　　　　●糖尿病性足病変（潰瘍・壊疽）　●ガス壊疽・壊死性筋膜炎
●蜂窩織炎　　　　　　　　　　●末梢血管障害　　　　　　　　　●脊髄損傷
●脊髄神経疾患（頚髄症など）　●コンパートメント症候群　　　　●圧挫滅創
●熱傷　　　　　　　　　　　　●皮膚移植後　　　　　　　　　　●末梢循環障害など

当院で治療実績のある他科の疾患
●減圧症（潜水病）　　　　　　●突発性難聴　　●放射線性 消化管・膀胱出血
●急性一酸化炭素中毒　　　　　●脳梗塞　　　　●低酸素脳症
●網膜動脈閉塞症　など

HBOTの治療原理・効果

治療について

1気圧, 空気呼吸

2気圧, 100% 酸素

結合酸素

溶解酸素

通常とHBOT中の酸素運搬の違い
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2021.9.8
大分県県北ブロック症例検討会	 （Web）
「膝蓋骨骨折術後の膝関節運動に着目した一例」
	 河内理学療法士発表
「大腿骨骨幹部骨折患者の膝屈曲角度に着目した一考
察」
	 田西理学療法士発表
「転位性骨腫瘍による病的椎体骨折を呈した症例の一
考察」
	 丸目理学療法士発表
「入院中の患者様が抱えるストレスとの関わり方で学
んだこと」
	 前田理学療法士発表
「大腿骨頚部骨折術後の歩容改善に着目した理学療法
の一考察」
	 三代理学療法士発表
2021.9.15
2021年度　運動で健康づくり推進員養成講座「元気ハ
ツラツ教室」	 （中津市）
「運動障害とその予防」
	 奥村病院リハビリテーション科科長講演
2021.10.15-16
第55回日本高気圧環境・潜水医学会	 （那覇市）
「脊髄型減圧症の神経学的重症度と治療予後」
	 山口高気圧治療科統括科長発表
2021.10.16-17
九州理学療法士学術大会2021	 （Web）
「リスフラン関節脱臼骨折にコンパートメント症候群
を合併した症例」
	 谷理学療法士発表
2021.11.4
大分県理学療法士協会　社会局　スポーツ事業部　研
修会	 （Web）
「スポーツ理学療法の基礎　STEP4「臨床」
	 奥村病院リハビリテーション科科長講義
2021.11.7
第5回	CLAP	seminar	for	joint	infection	 （Web）
「川嶌式持続洗浄の実力」
	 川嶌院長講演
2021.11.28
第39回大分県病院学会	 （大分）
「当院における手部の外傷に対する高気圧酸素治療」
	 宮田高気圧治療科副主任
「栄養指導実施件数増加に向けての取り組み」
	 別府管理栄養士発表

院外発表・講演

モーニングセミナー
2021.9.24
「半年間の研修を振り返って」
	 岡本医師
2021.10.15
「疲労の科学」
	 原西麻酔科部長
2021.11.19
「地球の温暖化を考える」
	 田村センター長

カワシマハンドセラピィ研究会
2021.9.13
「症例報告」
	 榎木、奥貞作業療法士
「上腕骨近位端骨折（分類、診断、治療）」
	 寺本作業療法士
2021.10.18
「症例報告」
	 永田、川端作業療法士
「上腕骨近位端骨折（リハビリ：保存、髄内釘、LP固定、
Zuggertung）」
	 奥貞作業療法士
2021.11.15
「症例報告」
	 岸本リハビリテーション部副主任・奥貞作業療法士
「上腕骨近位端骨折（人工骨頭置換術：適応、リハビリ）」
	 石井作業療法士

川嶌肩をカタらう会
2021.9.27
「広範囲腱板断裂について」
	 丸目理学療法士
2021.10.25
「肩関節の痛みについて」
	 羽田リハビリテーション部主任
2021.11.29
「鎖骨骨折について」
	 河内理学療法士

院内勉強会
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膝関節勉強会
2021.9.8
「脛骨顆間隆起骨折」
	 穴見理学療法士
2021.10.13
「ACL損傷について」
	 三代理学療法士
2021.11.10
「変形性膝関節症の保存療法～運動療法を中心に～」
	 田西理学療法士

看護部勉強会
2021.9.6
医療ガス・医療機器の取り扱い
2021.9.16
リーダー研修
2021.9.19
新人中期学習会前半
2021.11.1
トリアージ勉強会
2021.11.6
新人中期学習会後半

●濱田泰彰、後藤剛	他：	距骨下関節脱臼に対して従手整復後４週間の距踵関節固定を行った２例，	整形外科と災害外科，	
Vol70,	No3,	225-227,	2021
●羽田清貴、辛嶋良介（日本理学療法士協会ガイドライン作成メンバー）：股関節機能障害理学療法ガイドライン，	理学療法ガ
イドライン第2版，	397-423，	2021

論文（共同含）・誌上発表

医局抄読会　　　　　　　　  　　　第１、２、４火曜日の朝７時45分スタート

2021.10.5
半月板の力学的な症状は半月板の病態ではなく、軟
骨の損傷によって引き起こされる
	 渡邊医長
2021.10.12
上腕骨近位端骨折後の死亡率
	 佐々木診療部長
2021.10.26
関節鏡視下、前距腓靱帯修復術において下伸筋支帯
におよる補強術を追加する・しないの比較
	 後藤診療副部長
2021.11.9
60歳以上でのGardenⅠ-Ⅱの大腿部頚部骨折で術前
の前後傾が治療失敗、再手術の予測因子となる
	 豊島医師

2021.9.7
非接触型ACL損傷と膝解剖の形態学的特徴（α角と
顆間窩型）との関連
	 本山副院長
2021.9.14
TFCC損傷に対する観血的手術の成績
	 古江副院長
2021.9.28
軽度、中等度、または重度の腎不全のあるメタル･
オン･メタル股関節形成術を行った患者にコバルト
またはクロムは蓄積するか？
	 川嶌院長
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【患者様の権利と患者様の責務】
　患者様は、個人としての尊厳が守られ、平等で最善の医療を受ける権利を有するとともに、医療を効
果的にするために守って頂きたい事項があります。

［患者様の権利］
１．病気の種類や個人的背景に関係なく、平等に医療を受ける権利があります。
２．人格は尊重され、医療提供者との相互協力関係のもとで最善の医療を受ける権利があります。
３．医療に関して十分な説明、情報を求める権利があります。
４．医療内容について自分で選択し決定する権利があります。
５．自己の意思に反する医療を拒否する権利があります。
６．自己の診療記録の開示を求める権利があります。
７．プライバシーや個人情報を保護される権利があります。
８．健康維持のため教育やサービスを受ける権利があります。
９．安全を確保される権利があります。

［患者様の責務］
１．医療提供者に対し、患者様ご自身の健康に関する情報の提供
２．他の患者様の療養生活に支障を与えない配慮
３．早期回復の為、医療提供者が定めた規則の遵守
４．円滑な医療行為の為の、患者様・ご家族の積極的な医療への参加
５．早期回復の為の、患者様・ご家族の積極的な医療への参加
６．診療費の遅滞ない支払い 

理事長川嶌眞人、管理栄養士深川明美による新型コロナ感染症に対する正しい知識と予
防、免疫力UPの食事の講演他、恒例の参加型健康クイズ、ストレッチ体操、コーラス、ミニ
演奏会も開催します。みなさまと一緒に楽しい時間を過ごしましょう。

第39回 玄真堂友の会開催のお知らせ
つながる食・ひろがる未来

玄真堂友の会実行委員会

参加される際はマスク着用・手指消毒 など感染予防にご協力ください

●開催日：2022年３月26日（土）14：00～16：00
●場　所：川嶌整形外科病院１F  玄真堂ホール

●講演  講師：理　事　長　 川  嶌　眞  人

●講演  講師：管理栄養士　 深  川　明  美

テーマ

新規友の会会員募集中！
友の会会員を随時募集中。入会頂くことで様々
な特典を受けられます。
詳しい内容はお近くの職員にお尋ねください。
パンフレットもございます。

会員特典

❶ 高気圧酸素自費治療 5％OFF
❷ アンチエイジングドック 5％OFF
❸ 川嶌眞人著書 20％OFF
❹ 玄真堂情報誌「ラ・サンテ」配布  等

※友の会会員以外の方もご参加できます。
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